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UNISDRによるポスト2015年防災枠組に向けた提案
2015年3月の国連防災世界会議での採択が予定されているポスト2015年防災枠組みに関する提案からの抜粋・日本語仮訳

ポスト2015年防災枠組みでは、以下の3つの相互補完的で戦略的な目標を掲げるべきである。

• 災害リスクの発生を最小化するためのリスク予防及び適正な開発経路の追及

2015年3月の国連防災世界会議での採択が予定されているポスト2015年防災枠組みに関する提案からの抜粋・日本語仮訳

risk prevention and the pursuit of development pathways that minimise disaster risk 
generation

• リスク軽減（既存の災害リスク蓄積分に対処するための行動）
risk reduction, i.e. actions to address existing accumulations of disaster risk

• 強靭性の向上（国及びコミュニティが災害による損失や被害を吸収し、影響を最小化し、立ち直
るための行動）るた 行動）
strengthened resilience, i.e. actions that enable nations and communities to absorb loss 
and damage, minimise impacts and bounce forward

ポスト2015年防災枠組みの優先分野は、公共が所有・管理・規制するサービスやインフラ及び環

境に関する災害リスクに対処するために重要となる公共政策だけでなく、世帯レベルやコミュニティ、
ビジネス及び個人による行動を規制し インセンティブを与えるための政策も含むものでなければビジネス及び個人による行動を規制し、インセンティブを与えるための政策も含むものでなければ
ならない。これら異なる領域について、ポスト防災枠組みの優先分野には、予期的リスク管
理:prospective and anticipatory risk management（リスク予防:risk prevention）、矯正的リスク
管理:corrective risk management（リスク軽減:risk reduction）及び強靭性強化:strengthen

1UNISDR, Proposed Elements for Consideration in the Post-2015 Framework for Disaster  Risk Reduction, 2013.12
http://www.preventionweb.net/files/35888_srsgelements.pdf

管理:corrective risk management（リスク軽減:risk reduction）及び強靭性強化:strengthen 
resilienceのための公共政策を含むべきである。
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